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ＩＣＴ活用工事における３次元出来形管理の種類

1

多点計測技術を用いて
出来形管理範囲の点群座標を取得

面管理※1を行う
（面管理の規格値を使う）

単点計測技術を用いて

出来形管理範囲について、出来形評価用
データ点密度※２満たすよう座標を取得

面管理を行う
（面管理の規格値を使う）

多点計測技術を用いて
出来形管理範囲の点群座標を取得

断面管理を行う
（従来の規格値を使う）

単点計測技術を用いて
出来形管理範囲の管理断面における
変化点（法肩、法尻など）座標を取得

断面管理を行う
（従来の規格値を使う）

A

B

C

D

ＩＣＴ活用工事の出来形管理手法には大きく分類して以下の

４種類の手法があります。
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単点計測技術による
出来形計測

D 単点計測技術による断面管理の流れ（参考）

出来形管理図表（断面管理）
の作成
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ここからは、ＴＳ出来形管理
について解説いたします
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土木工事の施工出来形管理を行うために、従来での計測方法で

使用する「レベル」や「巻尺」などに代わって、設計データと施
工管理データを搭載したトータルステーション（ＴＳ）を利用し
て、出来形管理及び監督・検査を行うシステムである。

手計算による帳票作成 データの受け渡しによる帳票自動作成
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施工管理データ

基 本設 計デー タ

巻尺による幅、長さ 計測

水準器（レベル）に よる高 さ測 量

基本設 計 データを搭載 した 出来形 管理 用ＴＳによ る計 測

（標高 、 幅、長さ、位 置）

従来管理方法 ＴＳ出来形管理方法

手計算による帳票作成 データの受け渡しによる帳票自動作成
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施工管理データ

基 本設 計デー タ

巻尺による幅、長さ 計測

水準器（レベル）に よる高 さ測 量

基本設 計 データを搭載 した 出来形 管理 用ＴＳによ る計 測

（標高 、 幅、長さ、位 置）

従来管理方法 ＴＳ出来形管理方法

巻尺による幅計測

手作業で帳票を作成

レベルによる高さ計測

ＴＳ出来形管理とは
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・基本設計データ作成ソフトを使っ
て、三次元設計データ作成

作業に掛かる負担は同程度。

①
出
来
形
測
量
準
備

・電卓、PC、専用ツールを利用した
準備計算と、メモを　作成
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②
現
場
作
業
準
備

・メモを基にして、管理位置に目印
（目串）を設置

・事前準備は不要であるが、管理位
置への誘導がこの作業に該当する

どちらも、目標点への誘導が必要となり、作業負担は同程度。

従来方法は、幅、長さ、高さを図るのに対し、ＴＳ出来形では、点の測
量となるので作業負担は軽くなる。

③
出
来
形
計
測

・巻尺、レベル測量により計測し、
野帳に記録する

・前作業の誘導後、続けて同位置の
測量を実施する

従来管理 ＴＳ出来形管理

従来管理方法との違い
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３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）※R7.3月改定【国土交通省】
総括表より（https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html）

設計データ作成

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html
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３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）※R7.3月改定【国土交通省】
（https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html）

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html
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３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）※R7.3月改定【国土交通省】
総括表より（https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html）

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html
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３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）※R7.3月改定【国土交通省】
（https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html）

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html
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設計データの照査

３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）※R7.3月改定【国土交通省】
総括表より（https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html）

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html
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土工断面管理
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土工（1,000m3未満）断面管理
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計測性能及び精度管理

３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）※R7.3月改定【国土交通省】
技術概要集より（https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html）

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html
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３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）※R7.3月改定【国土交通省】
技術概要集より（https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html）

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html
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３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）※R7.3月改定【国土交通省】
技術概要集より（https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html）

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html
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３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）※R7.3月改定【国土交通省】
総括表より（https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html）

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html
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土工

３次元計測技術を用いた出来形管理要
領（案）※R7.3月改定【国土交通省】

別紙２より
（https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sos

ei_constplan_tk_000051.html）

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html
https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html
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土工（1,000m3未満）

３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）※R7.3月改定【国土交通省】
別紙２より（https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html）

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html
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精度確認試験の手順や様式は・・・・
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出来形計測

土工
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土工（1,000m3未満）
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ＴＳ設置

選択キャンセル

管理断面一覧

№ 8

№ 5

№ 7
№ 6

管理断面指定 管理点計測

管理断面№ 6

観測戻る

▼

－ 0 . 0 2 2

ＣＬ離れ
設計：5.000m 実測：5.012m 0.012右側

標高
設計：6.016m 実測：6.018m 0.002高い

出来形計測（土工の場合）
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ＴＳ設置 管理断面指定 管理点計測

管理断面№ 6

観測戻る

▼

－ 0 . 0 2 2

ＣＬ離れ
設計：5.000m 実測：5.012m 0.012右側

標高
設計：6.016m 実測：6.018m 0.002高い

管理断面№ 6

観測戻る

▼

　 0 . 0 1 0

幅員
設計：6.000m 実測：6.012m 0.012広い

▼

出来形計測（土工の場合）
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管理帳票作成
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自治体のICT活用工事には
TSが向いている
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＜自治体工事＞
・大規模な工事が少ない
・様々な工種が入り混じっている

施工手順や施工環境、作業効率などの状況に
よっては、面管理の実施が難しい場合もありま
す。

そのような場合は、無理に適用する必要はあり
ません。
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＜自治体工事＞
・プロセスの選択ができる TSだけでICT活用工事ができてしまいます

施工プロセス ＩＣＴ活用モデル工事
簡易型

ＩＣＴ活用モデル工事

①３次元起工測量 必須 選択（任意）

②３次元設計データ作成 必須 必須

③ＩＣＴ建設機械による施
工

必須 選択（任意）

④３次元出来形管理等の
施工管理

必須 必須

⑤３次元データの納品 必須 必須
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＜自治体工事＞
・TSはほぼ皆さん持っているICT技術 用途は出来形管理だけではない

３次元計測でのやり方

・設計データから丁張を設置する断面を選ぶ
・基準杭の位置を決める
・方向杭の位置を決める
・斜めヌキの位置に印をつける
・丁張版を釘で打つ

※何よりCLの任意の位置から直交する断面位
置を、即座に計算して出してくれる！

測設機能で丁張を打つ

横断図上の座標点に誘導してくれます。
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＜自治体工事＞
・ICT建機の使用期間が短く、
費用対効果が低い傾向に

TS自動追尾機能があれば、通常建機がICT化

出典：TOPCONホームページ
（https://www.topconpositioning.asia/jp/ja/products/brand/topcon/excavator-system/）

◆ 杭ナビLN-150 をそのままマシンガイダンスのセンサとして利用可能。
※LN-150のソフトウェアアップデート（有償オプション）が別途必要

◆ 小型のショベルにも使える



35


	スライド 0
	スライド 1: ＩＣＴ活用工事における３次元出来形管理の種類
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4: ＴＳ出来形管理とは
	スライド 5: 従来管理方法との違い
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24: 出来形計測（土工の場合）
	スライド 25: 出来形計測（土工の場合）
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35

